 　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　萬福寺
10徳島市渭北地区　　　高源寺
　　　　　　　　　　　助任川河岸緑地
　　　　　　　　　　　
　徳島市渭北地区は室町時代から城山周辺を「渭津」（いつ）、城山を「渭山」（いのやま）、徳島城を「渭山城」（いのやまじょう）と呼んでいたことから、城の北を渭北と称してきたことによる。ここには萬福寺と興源寺という歴史のあるお寺が存在している。
萬福寺は徳島駅から北へ向かって、助任川を越え、徒歩で十五分程度の所に所在する、真言宗大覚寺派の寺院で、本尊は聖観音である。徳島七福神霊場の一つであり、弁財天を祀っている。このお寺には井原西鶴の「好色五人女」の八百屋お七の霊を弔うために吉三が建立した「お七地蔵」が金堂にあったことで有名で、現在は再建されている。また、「庚午事変」の首謀者で、当寺で切腹した平瀬伊右衛門ら四人の石碑がある。庚午事変は明治三年に藩政改革に不満を持った士族が蜂起した事件で、処分された士族達のうち四名が切腹したものである。
興源寺は萬福寺から東へ徒歩十分程度の場所に立地する臨済宗妙心寺派の寺院で、本尊は不動明王である。徳島藩主蜂須賀家の墓所、興源寺墓所があり、国の史跡に指定されている。蜂須賀家家祖の正勝から十三代斉裕までの墓があるが、八代宗鎮及び十代重喜以降は佐古山町の万年山墓所に埋葬され、遺髪のみの拝み墓となっている。中でも第二代藩主忠英の墓は高さ四・二メートルに及び、全国有数の規模となっている。また、毎年徳島市の阿波踊りの初日八月十二日には阿波踊り保存協会による興源寺奉納踊りが開催されている。
なお興源寺は徳島市により墓地公園（助任緑地公園）として整備されている。この緑地公園には約二千株の花菖蒲が植えられ、五月から六月には見頃を迎える。四阿等も設けられており、落ち着いて楽しむことができる。
助任川河岸緑地は城山沿いの助任川に徳島中央公園の一部として、新町川水際公園に続く二番目の親水公園として整備されている。河岸は新町川水際公園同様青石で築かれ、眉山、城山を望む徳島らしい景観を見せている。また、春には対岸の西の丸公園に見事に咲く桜を眺めることができる。
この地域の句会の会場としては萬福寺等から約徒歩十分の所に徳島県立文学書道館がある。少人数なら一部屋、十人を超えるようなら講座室、実習室の各二部屋を通しで利用可能で使いやすい。（☏〇八八―六二五―七四八五）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（新井義典）
																										
